
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市では、高齢化による医療需要の増加や生産年齢人口の減少が進行する令和 22 年（2040 年）

頃を見据え、病院だけでなく、在宅医療・介護も含めた多職種で連携して患者を支える“地域完結型”

の体制づくりに向けて、医療・介護情報を関係者間で共有・連携するクラウド型の情報連携ツール「地

域医療介護連携ネットワーク」の普及を推進しています。 

このたび、本年３月に一般社団法人サルビアねっと協議会と締結した連携協定に、新たに「一般社団

法人さくらネット協議会」が参加し、三者間の連携協定を締結しました。市内に展開する２つのネット

ワークと協力しながら、“市全域がつながる”情報連携基盤の整備に向けて取り組みます。 

 
１ 地域医療介護連携ネットワークとは 

地域医療介護連携ネットワークは、医療機関や介護事業所等が保有する医療・介護情報をクラウ
ド上で共有する情報連携ツールです。市民の皆様が情報連携に同意し登録していただくことで、診

療情報が関係者に共有され、重複する検査や投薬の防止につながるなど、市民の皆様にとって有益

な取組です。 

 

■ネットワークのメリット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 市内に展開するネットワーク 

  市内には、本市の実証事業として平成 30 年度から済生会横浜市東部病院（鶴見区）を中心に開始

した「サルビアねっと」と、平成６年度に横須賀共済病院と湘南鎌倉総合病院を中心に開始した「さ

くらネット」の２つの地域医療介護連携ネットワークが展開しています。 
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サルビアねっと・さくらネットとの三者間連携協定を締結！ 

～医療・介護の情報連携に取り組みます～ 

きめ細やかでスムーズな 
転院や退院の調整 

急変時の迅速な処置 

支える側も 

無駄な検査や薬の抑制により
医療費削減 

社会的にも 

災害時でも迅速なケア 

裏面あり 



 

 
 

【ネットワークの展開状況】（令和 8 年 5 月末時点） 

 

■「サルビアねっと」の運用状況 

・運営法人：一般社団法人サルビアねっと協議会 

      （代表理事 三角
み す み

 隆彦
た か ひ こ

 済生会横浜市東部病院長） 

・主な展開エリア：横浜市鶴見区、神奈川区、西区、中区、港北区等 
・参加施設数：357 施設（病院、クリニック、薬局、介護施設など）※横浜市内 26 病院が参加 

※令和８年度には市立病院（市民病院、みなと赤十字病院、脳卒中・神経脊椎センター） 
 が参加予定 

・登録者数：30,873 人 

・中心施設：済生会横浜市東部病院 

 

■「さくらネット」の運用状況 

・運営法人：一般社団法人さくらネット協議会 （理事長 長堀
な が ほ り

 薫
かおる

 横須賀共済病院顧問） 

・主な展開エリア：横須賀市、鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町、 

横浜市港南区、金沢区、戸塚区、栄区等 
・参加施設数：311 施設（病院、クリニック、薬局、介護施設など）※横浜市内 1２病院が参加 

  ※令和８年度には済生会横浜市南部病院、国立病院機構横浜医療センターが参加予定 

・登録者数：23,181 人 ※うち横浜市民は 4,193 人 
・中心施設：横須賀共済病院、湘南鎌倉総合病院 
 
 

３ 三者間での連携協定 

（１）協定の概要 

本年３月に一般社団法人サルビアねっと協議会と締結した連携協定を一部変更し、新たに一般

社団法人さくらネット協議会が参画する三者間の連携協定として締結しました。 

 

■協定名称：「地域完結型医療」の実現に向けた「地域医療介護連携ネットワーク」の普及に関 

する協定書の一部を変更する協定書 

■連携事項：参加施設の拡大、利活用支援及び人材育成、登録者数の増加 

■締 結 日：令和８年６月 10 日（水） 

（２）協定締結の意義 

本協定に基づき、ネットワークの普及促進に市が連携して取り組むことで、参加施設の拡大や

登録者の増加を促進し、より効果的な展開を行います。 

本市の施策との連携を図りながら、地域全体で患者を支える情報連携基盤の整備に向け、三者

で協力して取り組みます。 

 

【参考】 

令和８年４月３日記者発表資料「一般社団法人サルビアねっと協議会と連携協定を締結し、医療・介

護の情報連携を推進します！」 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/iryo/2026/0403salvia.html 

 次頁あり 

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/iryo/2026/0403salvia.html


 

 
 

４ 今後の取組 
本年度は、市民の皆様に「地域医療介護連携ネットワーク」を知っていただき、登録者の増加につ

なげるため、市が主体となり、ネットワークの利便性・有用性等をわかりやすく伝える動画等を制作
し、これを活用した普及啓発の取組の実施を予定しています。 

また、今後、両ネットワーク間で相互に情報参照・利用できるよう、連携機能の構築が予定されて

います（令和８年 10 月予定）。 

両ネットワークと協力しながら、取組をより効果的に進めてまいります。 

 

 

【参考】 
■ネットワークへの登録を希望する市民の皆様へ 

 お申込みは参加施設、または「サルビアねっと」「さくらネット」のホームページから受け付けて

います。お住まいの地域や普段受診されている医療機関等に近いエリアのネットワークへの登録を

ぜひご検討ください。 

 参加施設や登録方法の詳細については、各ネットワークのホームページをご覧ください。 

 

                    

https://www.salvianet.org/                                                                        
 

 

                   https://www.sakura-1.org/ 
 

 
 

 

 
お問合せ先 

(地域医療介護連携ネットワークについて）医療局地域医療課担当課長 岩崎 Tel 045-671-4813 

（サルビアねっとについて）サルビアねっと協議会事務局 小谷・安福 Tel 045-900-3090（代表） 

（さくらネットについて）さくらネット協議会事務局 神山・高橋 Tel 046-822-2710 

（横須賀共済病院 内線 7522・7299） 

https://www.salvianet.org/
https://www.sakura-1.org/

